





























ても経済 ･交通の要衝であり､鳥取市もこのような歴史的基盤の上に発展してきた (市南､1991)｡市南 (1994)
では､主に 20世紀後半以降の人口分布の変容についてまとめたが､本稿は,その続編とも言うべきものである｡




























ふくろがわ にかいまち かわばた ほんまち ちやまち もとうおまち か じまち
が踏典されている町丁 (旧袋 川の北 ･東に位置する二階町､川 端,本 町､茶 町､元 魚 町､鍛冶町など)とと
ゆどころ にLはんじ ぎようとく かわらまち いままち よしかたおんせん たちかわちよう












よしな-) だいかくじ くt)やま おおくい みやなが さくらだに ひがしいまぎいけ たきやま いわくら
の南側に位置する吉 成､大覚寺､雪 山､ 大 代､官 長､桜 谷､東今在 家などの地区や､東郊の滝 山､岩 倉､
きたぞの とくよし とくのお こや まきた み は ぎの



















































































みやなが まとば とくのお ふ せ
れらは､官 長､的場､徳 尾,布勢､湖山町西1-3丁目などである｡この他､市街地の北部一帯の浜坂地区,市
街地の東部の立川町一帯や滝山などがこの階級に所属する｡






また､50- 100%の増加率を示す地区では､市街地の北郊や南郊の延長である江津や 叶 など､湖山池の南岸の
かつらみ たか~rみ
桂 見 ･高 住がある｡0- 50%の増加率を示す地区は､人口の急 ･激増地帯の間隙を埋めるように分布したり､
とみやナ ふるいち にしほんじ さとに あしやま いわよし よしだ





こ ざ い ほそみ み上うとくじ やはぎ
やその隣接地域 (小西谷)に圧倒的に多く分布するほか､鳥取市の西部の山間部 (細見,妙 徳 寺､矢矯)にも分
ひがしはんじ さかえまち
布するO東 品治町 (-98.0%)では､JR鳥取駅や付近の道路整備のために住宅地がほとんど消滅し,栄 町 (_85.5
%)､本町 1丁目 (-72.6%).今町2丁目 (170.1%)､二階町3丁目 (-59.6%)､職人町 (159.7%)､川端3丁目 (_70.4


















人口数 指 数 比 率 人口数 指 数 比 率 人口数 指 数
25,529人 lOO 35.7% 38,481人 100 53.8% 7,466人 100
26,989 106 36.3 39,926 104 53.7 7,247 97
27,986 110 36.1 44,664 116 57.6 4,917 66
29,217 114 36.3 46,235 120 57.5 4,966 67
34,767 136 34.7 60,143 156 60.0 5,054 68
36,063 141 33.5 65,060 169 60.5 6,397 86
33,566 131 31.3 67,018 174 62.4 6,802 91
29,377 115 27.0 71,671 186 65.8 7,812 105
27,203 107 24.0 76,866 200 67.9 9,082 122
28,968 113 23.7 82,364 214 67.3 10,955 147
30,626 120 23.4 87,284 227 66.6 13,112 176
31,205 122 22.8 90,794 236 66.2 15,054 202
29,105 114 20.5 94,816 246 66.7 18,238 244
26_645 104 18.2 97_434 253 66.6 22_157 297
?????????????? ? ? ???? ? ? ? ???? ?? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?




･比率が次第に減少 ･低下し､老齢人口数 ･比率が次第に増加 ･上昇したので､1970年代以降には釣鐘型になっ
ている (図は省略)｡
次に､第 1真により､1920年以降の0- 14歳の人口比率や 65歳以上の人口比率をみる｡0- 14歳の人口比率
は第2次世界大戦前の 35-36%台から一貫して減少し､1995年には 18.2%になった｡また､65歳以上の人口比




回は取りあげないが､鳥取市の周囲の町村の0- 14歳の人口数 ･比率の減少 ･低下は､すでに社会的に大きな間






各所に分布しているが､西町1丁目･本町1丁目･職人町 ･元魚町2丁目･川端4丁目 ･弥生町 ･末広温泉町など
ながら
の旧来からの市街地の中心部.三山口 ･妙徳寺 ･長柄の西部地区､湖山西1丁目･湖山南5丁目･湖山北2丁目､
大覚寺 ･官長の市街地の南郊に比較的まとまって分布している｡ぎ上うとく いままち よしかた かたIiら









こうなん おおくい し上うれんじ Ifんた くにやす













最小-O､平均- 19.678､標準偏差-9.330)を描いたものである｡30%以上の数値を示す地区は､ 元 町 ･本 町 1
ひがしまち おおえのきちょう こ ざ い ももだに み くま
丁目･東 町2･3丁目･大 榎 町 ･立川町1丁目などの市街地の中心部､その東郊の小西谷 ･百 谷､および御熊
ほらだに ありどみ こうろ なかすなみ あ こ だ

















かわはた えいら(おんせんちよう さくらだに み は ぎの お くて み わ 二やまちょうみなみ
1丁目､川 端4丁目､永 楽 温 泉 町､北園 1丁目､桜 谷､美萩野 1丁目.細見､晩稲､美和､湖 山 町 南5丁
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第8図 人口構造の事例
?
142 剛 h入学環境坪 1.学部研究報告,5(1)2000年
人 口 世 帯 1世帯当たりの人口 人 口 世 宥~-
559人 100 130 100 4.3人 100 436人 100 89 100
537 96 118 91 4.6 107 543 125 47 165
512 92 113 87 4.5 105 230 53 69 78
433 77 103 79 4.2 98 195 44 63 71
406 73 105 81 3.9 91 164 38 52 58
368 66 96 74 3.8 88 143 33 52 58
323 58 88 68 3.7 86 134 31 52 58













人 口 世 帯 1世帯当たりの人口 人 口 世 帯
689人 100 147 100 4.7人 100 143人 100 24 100
614 89 171 116 3.6 77 140 98 23 96
515 75 155 105 3.3 70 145 101 28 117
434 63 151 103 2.9 62 690 483 181 754
326 47 129 88 2.5 53 I,442 1,008 382 1,592
449 65 218 148 2.1 45 1,599 1,118 443 1,846
483 70 231 157 2.1 45 1,802 1,260 524 2,183












初 見 (口細見､奥細見を含 む )
人 口 世 帯 1世帯当たりの人口 人 口 世 帯
316人 100 53 100 6.0人 100 157人 100 25 100
281 89 53 100 5.3 88 143 91 24 96
262 83 51 96 5.1 85 128 82 25 100
237 75 52 98 4.6 77 116 74 25 100
225 71 50 94 4.5 75 115 73 26 104
203 64 50 ～4 4.1 68 132 84 28 112
lS3 58 48 91 3.8 63 126 80 25 100
140 44 40 75 3.5 58 121 77 27 108
1世帯当た
??? ??? ?? ? ? ????? ?? ?
?








+人 目 ~面~~~帯 i世帯当たりの人口 人 口 世 帯
133人 100 27 100 4.9^ lOO 177人 100 30 100
186 140 38 141 4.9 100 170 96 32 107
246 185 118 437 2.1 43 153 86 29 97
521 392 275 1,019 1.9 39 142 80 31 103
849 638 496 1,837 1.7 35 149 84 31 103
679 511 344 1,274 2.0 41 154 87 30 100
1,150 865 702 2,600 1.6 33 150 85 29 97



















率は､人口のそれ以上である｡1世帯当たりの人FHま､1960年の 6.0人から 1995年には 3.2人になった｡これをみ
ても､核家族で居住する世帯の転入が急速にすすんだことがわかる｡人口ピラミッドでは､45- 55歳､10歳代に
ピークがみられる｡
美萩野 1丁目 (1995年の人口は 1,202人)は､1967年に都市計画地域に指定され､伏野 ･三津の山林､畑､水田､
原野を切り開いて 1972年 9月から追成され､浜坂 ･商学 ･世紀 ･束今在家などの郊外地域とともに住宅団地が造
rfI'F彰 文 ･/鳥取rfl勺の人目分布と人目構造





細見 (1995年の人口は 140人)では､人口･世帯数ともに減少し､1995年の人口は 1960年の4割台に､1995年
の世帯は 1960年の 75%に低下した｡1世帯当たりの人口は､他地区と同様に大幅に低下した｡人口ピラミツドの
形状をみると､高齢者の比率の高さが顕著であり､男女ともに65- 70歳､35- 45歳､10- 15歳を中心とした
3つのピークがみられ､3世代居住が持続していることが明らかである｡
お くて
千代川左岸の河口近くに位置する晩稲 (1995年の人口は 121人)では,人口は 1960年以降わずかずつ減少する
基調にあるが.世帯数は若干増加している｡1960年に6.3人であった1世帯当たりの人口は､1975年までに4.6人
にまで減少したが､その後は安定した推移をみせている｡人口ピラミッドでは､男女間で形状がやや異なる部分が
あるが､大局的には､ 5- 20歳,35- 45歳､55- 70歳の辺りに高まりがみられ､3世代同居の様子が示されて
いると考えられる｡
美和 (1995年の人口は 148人)では､人口･世帯が 1960年以降減少の基調にあるが,それらの減少の幅はあま
り大きくない｡また､1世帯当たりの人口も減少傾向にあるが,他地区と比較すれば､減少の比率はわずかである｡


















































行徳1丁目 (旧行徳､行徳は)､行徳2丁目 (旧行徳ろ)､行徳3丁目 (旧行徳い)､西品冶 (旧元晶治､八千代
町､千代町､寿田地を含む).田島 (2カ所の合計)､滝山 (上野開拓を含む)､旧卯垣 ((新)gP垣､卯垣1-
4丁目を含む)､官長 (大宮町を含む)､叶1丁目 (叶茶屋､叶土居)､河内 (安蔵を含む)､槙原 (小原を含む)､
細見 (口細見 ･奥細見)､上原 (報徳を含む)､里仁 (世紀団地を含む)､布勢 (山王団地を含む)､高住 (高江
団地を含む)､松原 (高殿を含む)､伏野 (中ノ茶屋､身障施設を含む).三津 (療養所､特別養護老人施設を含
む),賀露町 (旧賀露町1､2､3､4､5､6､7､8､10区の合計)､湖山町西1丁目 (老人ホーム敬生寮､
鳥取大学学生寮を含む)､湖山町北3丁目 (市営住宅､県営住宅､公務員住宅 (合同庁舎)を含む)､湖山町北5
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